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SURF : Speeded-Up Robust Features
の紹介



SURFとは何か

• SIFTのような Interest point + Feature description

• 演算が単純
• Integral imageによる高速化

• ノイズに強い (?)



SURFと SIFT

比較



処理フロー



アルゴリズムの構成



Integral imageによる積分

1次元で考える



Integral imageによる積分

1次元で考える



Integral imageによる積分

1次元配列

2次元に拡張する



Integral imageによる積分

2次元に拡張する



矩形積分の意味

平滑化フィルタ



矩形積分の意味

平滑化フィルタ



Fast-Hessian Detectorの構成



Fast-Hessian Detectorの構成
本来の Hessian応答 (?) det(H)を以下のように近似

det(Happrox) = DxxDyy − (0.9Dxy)2



Fast-Hessian Detectorの構成

近似フィルタの構成

• 最小単位は N = 9, s = 1.2

• 2づつ大きくできる

• N = 9が σ = 1.2を近似している



Fast-Hessian Detectorの構成

スケールスペースの構成

• SIFTでは画像ピラミッド

– フィルタサイズが大きくなるにつれて計算時間がかかる

• SURF のフィルタは大きさによらず定数時間で完了するため、

単にフィルタを大きくすれば良い



Fast-Hessian応答の算出

Dxx, Dyy の演算



Localisation

non-maximum suppression



Haar wavelet応答

一つの interest point(x, y, s) について、点の・か・た・む・き(dx, dy) を

Haar waveletフィルタの応答を用いて定義する。

用途

• Dominant rotationの決定

• Featureの抽出



Haar wavelet応答の算出



Haar wavelet応答の算出



Dominant rotationの導出



Dominant rotationの導出

窓 (着色部分)から見えるベクトルを加算していき、最も長くなった時

のベクトルを Dominant rotationとする。



Featureの導出


